
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ３,９６６ ４４ ５,０５６ 

前 年 ４,２６５ ４３ ５,３４３ 

増 減 －２９９ ＋１ －２８７ 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 １,０９６ ２１ ６６３ 

前 年 １,１６７ ２１ ６８５ 

増 減 －７１ ±０ －２２ 

第１１号 

2017年 

11月 29日 

〈高齢者の事故〉 
※高齢者…65歳以上をいう 

１０月末現在の交通事故は、前年と比べて発生件数と傷者は減少しています。しかし、交通死亡

事故が８月以降増加し、１０月末現在の交通事故死者は４４人（前年比＋１）となっています。 

 例年、年末にかけて交通事故が増加傾向にあります。ドライバーの皆さんは、心に余裕を持って

慌てず、焦らず、いつも以上に注意して運転しましょう。 

  

  

見通しの良い交差点では、速度の出

し過ぎに注意しましょう。 

交差点に進入する時は、相手車両が

停止するだろうと思い込まず、相手車

両は停止しないかもしれないと考えて

速度を落とし、左右の安全確認をしっ

かりとしましょう。 

見通しの悪い交差点では、子供や自

転車などの飛び出しがあるかもしれな

いと予測し、速度を落として車がすぐ

に停止できる速度で走行しましょう。 

いつも歩行者も車も通行していない

などの思い込みは危険です。 

必ず左右の安全確認を忘れずに！ 

 

◆ 見通しの良い交差点 ◆ ◆ 見通しの悪い交差点 ◆ 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

県内の交通事故死者の約半数を６５歳以上の

高齢者が占めています。 

車を運転するときは、子供や自転車の飛び出し、

無理な横断などがないかと危険を予測して安全

運転に努めましょう。 

 

 

夜間における対歩行者・自転車事故を防ぐには、どれ

だけ早く相手を発見することができるかが重要です。 

早めのライト点灯で相手に車の存在を知らせることと

ハイビームのこまめな切替えで周囲の危険な情報をいち

早く発見しましょう。 

夕暮れ時と夜間の反射材の着用と自転車のライト点灯

を徹底しましょう。 

 

飲酒運転は犯罪です。 

車の運転者だけではなく、飲酒運転の車両への同乗者、飲酒

運転者への車両提供、酒類提供も処罰の対象となります。 

年末にかけて飲酒の機会が増えますが、飲酒運転を「しない・

させない・許さない」環境づくりに努めましょう。 

今年１０月末までの自動車乗車中の死者１６人のうち、シート

ベルト非着用は９人でした。そのうち、７人はシートベルトを着

用していれば、助かった可能性があります。 

車に乗れば、運転者はもちろん、同乗者も必ずシートベルトを

着用しましょう。また、６歳未満の子供には正しい方法で体格に

合ったチャイルドシートを使用しましょう。 


